
秋田大学男女共同参画推進室 coloconi

「女性研究者支援コンソーシアムあきた賞」表彰式を開催しました

＜受賞記念撮影＞
前列左より国際教養大学 椙本氏／国際教養大学 杜氏／
山本秋田大学長／秋田県立大学 坂田氏／秋田大学 飯野氏

後列左より赤上秋田県産業技術センター所長／秋田大学 小野寺氏／
秋田県総合食品研究センター 松井氏／小林秋田県立大学理事長／

山名秋田大学学長補佐

国際教養大学 国際教養学部
助教 椙本 歩美 氏
「フィリピンにおける住民参加型
森林管理政策の実施要因に
関する研究」

国際教養大学 国際教養学部
助教 杜 文媞 氏
「日本の金融市場における
情報の効果 他」

秋田県立大学 生物資源科学部
助教 坂田 ゆず 氏
｢外来植物の植食者に対する抵抗性の
進化動態：原産地と侵入地における
植物－植食者相互作用の地理的変異｣

秋田大学 医学部附属病院
助教 飯野 貴子 氏
｢心臓再同期療法による心機能改善
効果予測のための新規指標の確立;
左室内渦動態からのアプローチ｣

秋田大学 教育文化学部
准教授 小野寺 倫子 氏
「純粋環境損害の私法上の
救済に関する日仏法の比較研究」

秋田県総合食品研究センター
研究員 松井 ふゆみ 氏
｢食品産業の活性化と県民の健康維
持向上を目的とする地域資源を活
用した農林水産加工品の開発研究｣

平成31年2月5日(火)13:30より
秋田大学理工学部第1会議室にて、
「平成30年度女性研究者支援コンソ
ーシアムあきた賞」表彰式を実施し
ました。

この賞は、本コンソーシアムを構
成する各機関の女性研究者の研究活
動に対するモチベーションを高める
ことを目的に、優れた成果や取組を
顕彰する制度として、平成26年度に
創設されました。

選考の結果、今年度は若手研究者
学術研究部門5名、若手研究者地域貢
献部門1名､計6名が表彰されました。

式では、被表彰者に表彰状の授与
並びに記念品が贈呈され、本コンソー
シアム会長の山本文雄秋田大学長から
「女性研究者の研究意欲向上と今後の
男女共同参画推進に資することを期待
する｣との挨拶がありました。

引き続き行われた受賞記念講演では、関係機関の教職員の他、学生の参加もあり、秋田県で活躍す
る女性研究者の活動への関心の高さがうかがえました。

＜＜＜受賞された研究者の皆さんをご紹介します。＞＞＞

若手研究者学術研究部門 若手研究者地域貢献部門
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ご相談・ご意見 お気軽にお寄せください

男女共同参画推進室で運営している、コンシェルジュ・デスクは、
教職員の皆様をサポートするための相談窓口です。育児・介護等に
ついてのご相談は、お気軽にお問合わせください。同時に「是非こ
んなテーマでコロコニトーキングをしたい」「ホームページにこん
な情報を掲載して欲しい」といったご要望も受け付けておりますの
で、是非お気軽にお寄せください。

また、業務や日常生活での不安や悩み等を専門のカウンセラーに
相談することもできます。カウンセラーへの相談は予約制となって
おりますので、相談を希望される方は、コンシェルジュ・デスクま
でご連絡ください。

お問合わせは、coloconiホームページのバナーからメールフォームを開き必要事項を入力して送信
していただくことをお薦めしますが、電話・メールからも受け付けておりますので、お気軽にお寄せ
ください。

本道地区でコロコニトーキングを開催しました

平成31年1月22日(火)15時より医学部
第1会議室において、働き方改革をテーマ
として「平成30年度 第2回コロコニトー
キング」を開催しました。

山名室長の開会の挨拶に続き、大川人事
課長から「働き方改革法案」について話題
提供をしていただき、フリートーキング
および質疑応答へと進みました。

今回は医師､看護師をはじめ教員､技術・
事務系職員と様々な職種の方が参加して
くださいました。フリートーキングでは
それぞれの立場から現状や懸念される事項、

要望や疑問点などについて話してくださり、活発に意見を交わすことができました。法律を遵守し、
医療現場という職場の特殊性にあわせた対応をしていくためには、多くの問題や課題を解決していか
なければならないと感じました｡そんな中で､現場の皆様の貴重な意見を聞かせていただけた会となり
ました｡

終了後のアンケートでは、「休むことに厳しいのは意外に同じ職種の方が多く、皆の理解を深める
必要があると思う。」「このように職場の声を聞いてくれ、体制に反映させてくれるとうれしい。」
「本道地区は職員が多いので多くの職員が参加出来るこのような場があるとよい。」等のご意見が寄
せられました。

子の看護休暇とは

（coliconiホームページバナー）

 子の看護休暇は、中学校就学前の子を看護する際に取
得できる休暇制度です。

 「看護」には、病気や怪我で登園・登校できない場合
のみならず、疾病予防を図るために予防接種や健康診
断を受けさせる場合も含みます。

 年間10日間付与され、時間単位の取得も可能です。

 常勤職員は有給で非常勤職員は無給です。

 取得の際は特別休暇簿を提出、
もしくは就業管理システムで特別休暇を
申請してください。

編集後記

今年度も様々な支援制度やコロコニ
トーキング等の取組を実施する中で、
多くの方にご協力をいただきまして、
誠にありがとうございました。また、
これらの取組が、ご利用･ご参加され
た方のワークライフバランスの推進に
つながれば何よりです。
来年度も皆様の支援につながるよう

様々な取組を、企画・実施していきま
すので、引き続きよろしくお願いいた
します。


